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試験運行開始
12 月 1日より市街地を循環します

中
央
通
り

南大通り

南通り

国道23 4号

北ルート

南ルート

バス停留所

コミュニティバス試験運行路線図

※詳細な運行コースや時刻表などは、広報くりやま 12 月号でお知らせします。

コミュニティバス
無 料

　

町
で
は
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

方
々
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
市

街
地
を
循
環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

試
験
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
加
速
化
す
る
高
齢

社
会
の
諸
課
題
な
ど
に
対
応
す
る
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
来
年
11

月
予
定
の
本
格
運
行
に
向
け
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
試
験
運
行
（
予
定
）
期
間
】

　

12
月
１
日
㈫
～
平
成
28
年
10
月
31
日
㈪

【
運
行
コ
ー
ス
】
下
図
の
と
お
り

【
バ
ス
の
大
き
さ
】

　

29
人
乗
り

　
（
座
席
10
、
立
ち
席
18
、
運
転
席
１
）

【
利
用
料
金
】

　

無
料
（
試
験
運
行
期
間
中
の
み
）

【
１
日
の
便
数
】　

　

８
便
（
１
便
１
時
間
程
度
の
運
行
）

【
そ
の
他
】

　

乗
車
の
際
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
毎
週
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
と
12
月

31
日
㈭
～
１
月
５
日
㈫
は
運
休

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２
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㊻

ス
ポ
ー
ツ
で
広
が
る
豊
か
な
生
活

　

こ
ん
に
ち
は
、
栗
山
青
年
会
議
所
の
池

渕
で
す
。
皆
さ
ん 

「
最
近
、
ス
ポ
ー
ツ
し

て
ま
す
か
？
」 

　

先
月
か
ら
、
私
た
ち

栗
山
青
年
会
議
所
の
メ

ン
バ
ー
は
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
「
サ
ン
ク
Ｆ
Ｃ
」
が

毎
週
月
曜
日
に
行
っ
て
い
る
「
マ
ラ
ソ
ン

ク
ラ
ブ
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。 

　

私
自
身
、元
々
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
て
、

現
在
も
サ
ン
ク
Ｆ
Ｃ
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で

週
１
回
、体
を
動
か
し
て
い
る
の
で
す
が
、

走
る
の
だ
け
は
と
て
も
苦
手
で
す
。（
笑
）

　

も
ち
ろ
ん
、
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

な
い
他
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
余
計

に
苦
痛
に
感
じ
る
よ
う
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
歴
史
は
、
昭
和
36
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
12
年
に
は
文
部

科
学
省
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
計
画
の
内
容
は
、
大
き
く
分
け
て

２
つ
の
観
点
か
ら
な
り
、
１
つ
め
は
「
個

人
的
な
意
義
＝
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ

る
、健
康
・
体
力
づ
く
り
」、２
つ
め
は
「
社

会
的
な
意
義
＝
青
少
年
育
成
・
住
民
交
流
・

経
済
効
果
な
ど
」
で
す
。 　

　

私
も
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
こ
の
よ
う
な

意
義
な
ど
ま
っ
た
く
考
え
ず
、
た
だ
ひ
た

す
ら
サ
ッ
カ
ー
が
上
手
く
な
る
こ
と
だ
け

を
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
大

人
に
な
っ
た
今
、
２
つ
め
の
観
点
に
あ
る

「
社
会
的
な
意
義
」、
特
に
住
民
交
流
こ
そ

が
ス
ポ
ー
ツ
の
醍
醐
味
で
は
な
い
か
と
、

実
際
に
サ
ン
ク
Ｆ
Ｃ
に
参
加
し
て
か
ら
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
知
り
合
う
機
会
の
な
か
っ
た

方
々
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
す
る
こ

と
で
、
日
常
生
活
に
広
が
り
が
増
し
、
よ

り
生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
延
長

線
上
に
は
、
よ
り
良
い
「
ま
ち
づ
く
り
」

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
交
流
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ど
こ
か
で
お
会
い
し
た
時
に

は
、
ど
う
か
お
手
柔
ら
か
に
お
願
い
し

ま
す
。（
笑
）

こ
ん
に
ち
は
！

まちづくり懇談会

■ まちづくり懇談会開催日程

月　日 時 　間 場　所

12 月 1 日火

18:30 ～

カルチャープラザ「Eki」

12 月 2 日水 角田農村環境改善センター

12 月 3 日木 南部公民館

　" ふるさとくりやま " の現在のことや未来のことなど、町民皆さん
と身近に語り合う「まちづくり懇談会」を開催します。
　多くの町民皆さんの参加をお待ちしています。

【問い合わせ】町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

皆さんの声を町政に



基
金
の
状
況
は
？

　

平
成
26
年
度
は
、
2
億
１
８
１

８
万
円
の
積
み
立
て
に
対
し
、
3

億
７
３
０
８
万
円
を
取
り
崩
し
て

支
出
に
充
て
ま
し
た
。
積
立
金
の

主
な
原
資
（
元
に
な
る
資
金
）
は
、

町
債
の
返
済
に
充
て
た
残
金
の
積

立
分
や
、
町
へ
の
寄
附
金
収
入
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
年

度
末
の
残
高
は
９
億
３
２
６
９
万

円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

1
億
５
４
９
０
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

町
民
一
人
あ
た
り
の
預
金
額
は

7
万
5
千
円
（
前
年
度
8
万
4
千

円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
の
種
類
は
？

　

基
金
の
原
資
は
、
町
へ
の
寄
附

金
や
積
立
利
息
、
国
か
ら
の
交
付

金
な
ど
で
す
。
基
金
は
目
的
に
応

じ
、
必
要
な
時
に
取
り
崩
し
て
使

う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
財ざ

い
せ
い
ち
ょ
う
せ
い
き
き
ん

政
調
整
基
金　

収
支
不
足
が
生
じ
た
場
合
の
備

え
で
す
。

◇
減げ

ん
さ
い
き
き
ん

債
基
金

町
債
の
返
済
を
計
画
的
に
行
う

た
め
の
備
え
で
す
。

◇
特と

く
て
い
も
く
て
き
き
き
ん

定
目
的
基
金

福
祉
の
充
実
や
産
業
の
振
興
な

ど
、
目
的
に
応
じ
た
事
業
を
実

施
す
る
際
の
備
え
で
す
。

決
算
ま
ち
の　
　
　

と　
　
　

の
状
況

預
金

借
金

区　　分
平成 25 年度末

残高
平成 26 年度

積立額 取り崩し額 年度末残高
① ② ③ ① + ②－③＝④

財政調整基金 7 億 4,553 万円 503 万円 3 億 3,464 万円 4 億 1,592 万円
減 債 基 金 1,460 万円 897 万円 － 2,357 万円
特定目的基金 3 億 2,746 万円 2 億　418 万円 3,844 万円 4 億 9,320 万円
合 計 10 億 8,759 万円 2 億 1,818 万円 3 億 7,308 万円 9 億 3,269 万円

【平成 26 年度末の基金残高】

町
債
の
状
況
は
？

　

平
成
26
年
度
は
、
元
金
と
し
て

18
億
７
５
４
９
万
円
を
返
済
し
、

新
た
に
19
億
３
１
０
４
万
円
を
借

り
入
れ
ま
し
た
。
新
規
借
入
の
主

な
内
容
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
泉

徳
苑
個
室
化
補
助
事
業
お
よ
び
地

域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
整

備
補
助
事
業
な
ど
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
年
度
末
の
残
高
は
１
７
５
億

６
７
４
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
て
５
５
５
５
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残
高

は
、
１
４
０
万
３
千
円
（
前
年
度

１
３
７
万
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
の
目
的
は
？

　

町
債
に
は
「
毎
年
の
財
源
を
平

均
す
る
役
割
」
と
「
現
在
と
将
来

の
町
民
の
負
担
を
公
平
に
す
る
役

割
」
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
や
施
設
な
ど
の
整
備
に

は
、
多
く
の
費
用
が
か
か
る
た

め
、
そ
の
年
の
収
入
だ
け
で
行
う

と
、
そ
の
他
の
事
業
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度
整
備
す

る
と
、
そ
の
年
だ
け
で
な
く
将
来

に
わ
た
っ
て
使
う
こ
と
に
な
る
た

め
、
そ
の
年
の
納
税
者
だ
け
に
負

担
を
強
い
る
の
で
は
な
く
、
将
来

世
代
に
も
公
平
に
負
担
し
て
も
ら

う
た
め
、
町
債
を
活
用
し
て
分
割

払
い
で
返
済
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
節
約
に

努
め
、
新
規
借
入
を
で
き
る
限
り

抑
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
町
が
借
金
で
資
金
を
調
達
で
き

る
の
は
、
公
共
事
業
の
資
金
と

す
る
場
合
や
、
国
の
制
度
改
正

な
ど
に
よ
っ
て
、
町
の
収
入
が

減
少
す
る
場
合
な
ど
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

地域密着型特別養護老人ホーム
「くりのさと彩」

【平成 26 年度末の町債残高】

区　　分
平成 25 年度末

元金残高
平成 26 年度

元金返済額 借入額 年度末元金残高
① ② ③ ①－② + ③＝④

一 般 会 計 106 億 4,005 万円 11 億 5,787 万円 15 億 2,194 万円 110 億 　412 万円
特 別 会 計 1,100 万円 － 300 万円 1,400 万円
企 業 会 計 68 億 6,080 万円 7 億 1,762 万円 4 億　610 万円 65 億 4,928 万円
合 計 175 億 1,185 万円 18 億 7,549 万円 19 億 3,104 万円 175 億 6,740 万円

預
金

借
金

限られた予算を
大切に…

300 億円

250 億円

200 億円

150 億円

100 億円

50 億円

16年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度平成

251.6 247.9
233.8

222.4
210.9

201.9 197.3 190.1
181.0

0.1

町債残高の推移
企業会計
特別会計
一般会計

163.8 162.1 150.6 140.2
128.9 120.6 117.3 112.2 107.3

73.677.980.081.382.0
82.2

83.2
85.887.8

175.1

106.4

68.6

25 年度

110.0

0.1

65.5
175.6

26 年度

知
っ
て
お
き
た
い
！
　

ま
ち
の
予
算

【
問
い
合
わ
せ
】

町
経
営
企
画
課

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
３

　

今
月
号
で
は
、
町
の
預
金
（
基き

き
ん金
）
と
、
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
て
い
る
借
金
（
町ち

ょ
う
さ
い債）
の
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

25 億円

20 億円

15 億円

10 億円

5億円

16年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度平成

21.6
19.2

16.0

8.5

10.6
11.5 11.1

0.3

基金残高の推移
特定目的基金
減債基金
財政調整基金

7.3
8.2 7.7

5.4 4.6
6.8 7.5

8.8 8.4

5.3

9.0

11.5
10.3

4.8

6.2

2.72.7
3.13.2

4.2

4.1 3.9

2.2
3.6

25 年度

10.9

7.5

3.3

0.1

26 年度

4.2

0.2

4.9

9.3
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知っておきたい！まちの予算



◆
犯
罪
被
害
者
週
間

　

11
月
25
日
㈬
～
12
月
１
日
㈫

　

あ
る
日
突
然
、
何
の
落
ち
度

も
な
い
の
に
、
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
、
命
を
落
と
し
た
り
、
傷

害
を
負
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

平
成
17
年
12
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本

計
画
」
で
は
、
毎
年
「
犯
罪
被

害
者
等
基
本
法
」
の
成
立
日
で

あ
る
12
月
１
日
以
前
の
１
週
間

を
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

目
的
は
、
犯
罪
被
害
者
な
ど

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
名
誉

ま
た
は
生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮

の
重
要
性
な
ど
、
国
民
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
で
す
。

正しくごみ分別
　　 　　 できていますか？

平
成
27
年
度
ご
み
質
調
査
結
果

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【
問
い
合
わ
せ
】　

町
住
民
生
活
課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
０

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
、

遺
族
の
方
々
が
再
び
平
穏
な
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理

解
と
支
援
が
大
切
で
す
。

◆
冬
の
交
通
安
全
運
動

　

11
月
11
日
㈬
～
20
日
㈮

　

冬
に
な
る
と
、
厳
し
い
冷
え

込
み
や
降
雪
に
よ
り
、
路
面
が

雪
や
氷
で
覆
わ
れ
る
ほ
か
、
吹

雪
に
よ
り
視
界
が
極
端
に
悪
化

す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
冬
型

事
故
」の
危
険
が
発
生
し
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
早
め
点
灯

を
心
掛
け
、
万
が
一
の
場
合
、

す
ぐ
に
緊
急
操
作
が
で
き
る
よ

う
、
日
ご
ろ
か
ら
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、
信
号
が
青
に

な
っ
て
も
、
必
ず
左
右
と
足
元

を
確
認
し
て
横
断
歩
道
を
渡
る

と
と
も
に
、
反
射
材
用
品
な
ど

の
着
用
も
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
お
酒

を
口
に
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
運
転
し
な
い
「
飲

ん
だ
ら
乗
る
な
！
乗
る
な
ら
飲

む
な
！
」を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
転
す
る
こ
と
を

知
っ
て
い
て
一
緒
に
飲
酒
し
た

場
合
や
お
酒
を
進
め
た
場
合
に

は
、そ
の
場
に
い
た
人
も
罪（
３

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
な
ど
）
に
な
り

ま
す
。

　
“
止
め
る
”
勇
気
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

み
ん
な
で
地
域
支
援
の

輪
を
広
げ
よ
う

厳
罰
�
待
っ
て
い
る
の
は

悲
劇
と
絶
望

火
災
想
定
訓
練
の
た
め
の

　
　

 　

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

日　時 分団名 地　区
11 月 5 日㈭

7：00 ～ 第３分団 継立・日出・南学田

11 月 6 日㈮
6：30 ～ 第１分団 栗山

11 月 6 日㈮
7：00 ～ 第２分団 角田・雨煙別

平成 27 年度　第１回火災想定訓練日程

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
ご
み
分
別
が
、

適
切
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
毎
年
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
無
作
為
に
ご
み
を
回
収
し

中
身
を
確
認
す
る
「
ご
み
質
調

査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
そ
の
分
別
状
況
を
分
析

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
ご
み
質
調
査
の
概
要
】

●
実
施
日
（
回
収
日
）

　

10
月
５
日
㈪
～
６
日
㈫

●
収
集
対
象

　

商
店
街
、
ア
パ
ー
ト
、
団
地
、

住
宅
街
、
事
業
所

●
調
査
ご
み
総
重
量

　
（
炭
に
で
き
る
ご
み
）
１
２
９
㌕

　
（
炭
に
で
き
な
い
ご
み
）
１
７
３
㌕

　

炭
に
で
き
る
ご
み
の
分
別
状

況
は
、
適
正
分
別
が
約
82
％
で

し
た
。
昨
年
度
の
適
正
分
別
は

約
63
％
で
し
た
の
で
、
分
別
状

況
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

改
善
の
要
因
は
、
以
前
は
炭

に
で
き
る
ご
み
袋
に
不
適
正

物
と
し
て
多
く
入
っ
て
い
た

「
ペ
ッ
ト
砂
・
ふ
ん
・
汚
物
類
」

や
「
雑
紙
等
資
源
紙
」
が
適
正

に
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

※
ペ
ッ
ト
砂
・
ふ
ん
・
汚
物
類

は
「
炭
に
で
き
な
い
ご
み

袋
」、雑
紙
等
資
源
紙
は
「
資

源
袋
」
で
排
出
す
る
の
が
正

し
い
分
別
で
す
。

　

炭
に
で
き
な
い
ご
み
の
分
別

状
況
は
、
適
正
分
別
が
約
44
％

で
し
た
。
昨
年
度
の
適
正
分
別

は
約
32
％
で
し
た
の
で
、
分
別

状
況
は
良
く
な
っ
て
は
い
ま
す

が
、
ま
だ
約
６
割
の
不
適
正
物

が
混
在
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

主
な
不
適
正
物
は
、生
ご
み
、

布
類
・
衣
類
、
紙
類
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
な
ど
で
す
。
そ
の
中

で
も
特
に
生
ご
み
が
多
く
、
腐

敗
が
進
ん
で
い
る
も
の
も
多
く

混
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
調
査
結
果
で
、
昨
年

よ
り
も
「
炭
に
で
き
る
ご
み
」

「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」
と
も

に
適
正
分
別
の
割
合
が
上
が

り
、
皆
さ
ん
の
分
別
が
よ
り
適

正
に
な
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
不
適
正
な
分
別
の

ご
み
袋
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
放
置
さ
れ
て
い
る
状
況
も
よ

く
見
か
け
ま
す
。
ま
た
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
放
置
さ
れ
た

不
適
正
な
分
別
ご
み
を
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
再
分
別
し
て
い
る
と
い

う
町
内
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
住

み
よ
い
環
境
を
築
き
ま
す
。
今

後
と
も
、
分
別
の
徹
底
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

炭
に
で
き
る
ご
み
（
茶
）

炭にできない
（ゴムなど）
1.1％

適正に分別されている
82.1％

生ごみ　1.6％

可燃性資源（雑紙など）
14.6％

不燃性資源（金属など）
0.5％炭

に
で
き
な
い
ご
み
（
緑
）

適正に分別
されている
44.2％

炭にできる
（布類など）
33.6％

生ごみ
9.9％

可燃性資源
（プラスチック類など）
8.7％

不燃性資源（金属など）
3.6％

ご
み
分
別
の
徹
底
を

炭にできないごみ袋の中身。多くの不適正物が混入

ごみ質調査の様子

【問い合わせ】町環境政策課環境政策グループ　☎ 73-7511

適正物 不適正物

　

栗
山
消
防
団
で
は
、
平
成
27

年
度
第
１
回
火
災
想
定
訓
練
の

た
め
、
下
記
の
日
程
で
消
防
車

が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
行

し
ま
す
。

　

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署　

　

☎
�
０
１
５
０

【
運
動
の
重
点
】

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
凍
結
路
面
な
ど
の
ス
リ
ッ
プ

に
よ
る
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

犯罪被害者等支援
シンボルマーク

「ギュッとちゃん」

  

ス
ロ
ー
ガ
ン

  

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

  

～
め
ざ
せ 

安
全
で

　
　
　
　   

安
心
な
北
海
道
～
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◎広告媒体について
封筒種類 角 2 号封筒

封筒規格 縦 332mm ×横 240mm

発行頻度 月平均　1,000 枚

使用内容
汎用封筒（役場各課所、教育委員会、北
海道介護福祉学校が配布・発送する公用
封筒として使用）

配布エリア 主に町内全域（町外向け使用も有）

配布方法 郵送および手渡し

平
成
19
年
11
月
よ
り
、
町
が

配
布
・
発
送
す
る
「
共
通
公
用

封
筒
」
へ
民
間
事
業
者
な
ど
の

広
告
を
掲
載
し
、
町
の
資
産
を

有
効
活
用
し
た
「
広
告
掲
載
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

広
告
掲
載
事
業
は
、
町
の
資

産
を
広
告
媒
体
と
し
て
有
効
活

用
し
、
民
間
事
業
者
な
ど
と
の

封筒種類 角 2 号封筒

発行部数 12,000 枚

使用予定期間 平成 27 年 12 月～平成 28 年 11 月

広告規格 縦 100mm ×横 100mm（1 枠あたり）

募集枠数 4 枠

掲載面・位置 封筒の裏面（上下段）

印刷色 茶（1 色）

広告料

【１／２枠】　24,000 円
（内訳 @2 円× 12,000 枚）
【1 枠】　48,000 円
（内訳 @4 円× 12,000 枚）
【2 枠】　72,000 円
（内訳 @4 円× 2 枠× 12,000 枚× 75％）

◎広告掲載募集内容について

町
の
封
筒
広
告
を
募
集

【1 枠】
48,000 円

町
の
共
通
公
用
封
筒
で

企
業
広
告
を
運
び
ま
す
！

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

町
経
営
企
画
課

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
３

FAX
�
３
１
７
９

Ｅ
メ
ー
ル
：g

yo
u

se
ike

ie
i-g

@

to
w

n
.ku

riyam
a.h

o
kkaid

o
.jp

協
働
に
よ
っ
て
町
の
新
た
な
財

源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
12
月
か
ら
使
用
を
開

始
す
る
「
栗
山
町
共
通
公
用
封

筒
」
へ
の
有
料
広
告
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の

　
　
　
　
　
　
　

  

注
意
事
項
】

①
使
用
予
定
期
間
に
つ
い
て

は
、
申
込
件
数
の
状
況
に
よ

り
、
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

②
使
用
予
定
期
間
内
に
封
筒
を

全
て
使
用
し
た
場
合
は
、
そ

の
時
点
で
広
告
掲
載
を
終
了

し
、
期
間
内
に
在
庫
が
残
っ

た
場
合
は
、
全
て
使
用
す
る

ま
で
広
告
掲
載
を
延
長
し

ま
す
。

③
栗
山
町
広
告
掲
載
要
綱
・
栗

山
町
広
告
掲
載
基
準
に
規
定

さ
れ
て
い
る
「
広
告
媒
体
と

し
て
不
適
当
な
広
告
」
は
、

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
限
・
申
込
方
法
】

■
申
込
期
限　
　

11
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

■
申
込
方
法　
　

「
広
告
掲
載
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
広
告

の
イ
メ
ー
ジ
図
を
添
え
て
申
込

町
補
助
金
申
請
の
流
れ

平
成
28
年
度
要
望
調
査

　

平
成
27
年
11
月
２
日

　
　
　
　
　
　

    

～
30
日

町
補
助
金
の
要
望
調
査
を
実
施
し
ま
す

平
成
28
年
度

ふ
る
さ
と
栗
山
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
支
援
し
ま
す
！

先
に
直
接
持
参
さ
れ
る
か
、
郵

送
、
E
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
「
広
告
掲
載
申
込
書
」
は
、

町
経
営
企
画
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

.
kuriyam

a.hokkaido.jp/
docs/2012041100029

　

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
町

民
の
福
祉
向
上
な
ど
の
活
動
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
補
助
金
要
望

額
を
把
握
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
調
査
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
補
助
金
を
要
望
さ
れ
る
団

体
は
、
期
日
ま
で
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
町
補
助
金
の
正
式
な
交
付
申

請
は
、本
要
望
調
査
を
受
け
、

来
年
度
に
受
け
付
け
ま
す
。

【
提
出
・
報
告
方
法
】

①
新
規
に
交
付
を
要
望
す
る

団
体

　

詳
し
い
町
補
助
金
の
申
請
資

格
や
補
助
対
象
事
業
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
も
含
め
、
町
経
営
企

画
課
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類

　

事
業
計
画
書
、予
算
書（
案
）、

収
支
決
算
書
、
役
員
名
簿

な
ど

②
本
年
度
に
引
き
続
き
交
付
を

　
要
望
す
る
団
体

　

町
の
各
担
当
課
よ
り
連
絡
し

ま
す
の
で
、
来
年
度
の
事
業
計

画
な
ど
を
踏
ま
え
、
補
助
金
の

要
望
額
を
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
規
事
業
の
実
施
な

ど
に
よ
り
補
助
金
を
増
額
要
望

す
る
場
合
は
、
次
の
書
類
が
必

要
と
な
り
ま
す
。（
各
担
当
課

に
提
出
）

●
提
出
書
類

　

事
業
計
画
書
な
ど
、
増
額
す

る
理
由
が
わ
か
る
書
類

【
提
出
・
報
告
期
間
】

　

11
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を

除
く

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

町
経
営
企
画
課

　

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
３

平
成
28
年
度
補
助
金
申
請

　

平
成
28
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　

以
降
随
時

※
総
会
等
終
了
後
、
申
請

平
成
28
年
度
実
績
報
告

　

平
成
28
年
４
月
１
日

　

～
平
成
29
年
３
月
31
日

※
事
業
等
終
了
後
、
報
告
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Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

　

肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
第
3
位

で
あ
り
、
高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
で
最
も

多
い
の
が
肺
炎
球
菌
で
す
。

　

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
を
予
防
し
、
重

症
化
を
防
ぐ
た
め
予
防
接
種
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

①
平
成
27
年
度
（
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

　

で
）
は
表
１
の
方
が
対
象
で
す
。

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

　

呼
吸
機
能
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
機
能
に
重
い
障
が
い
（
身

体
障
が
い
１
級
相
当
）
が
あ
る
方

※
既
に
、
任
意
接
種
を
さ
れ
た
方
は
除
き

ま
す
。

【
接
種
回
数
】
１
回

【
接
種
期
間
】
平
成
28
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

【
助
成
金
額
】

　

３
５
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
全
額
助
成

※
接
種
費
用
か
ら
、
助
成
金
額
を
控
除
し

た
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け

た
場
合
は
、
６
日
間
以
上
の
間
隔
を
お

け
ば
、
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
接
種
方
法
】

　

対
象
者
の
う
ち
、
①
に
該
当
す
る
方
に

は
、
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
予

防
接
種
の
受
け
方
に
つ
い
て
は
、
通
知
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
②
に
該
当
す
る

方
は
、
主
治
医
と
ご
相
談
の
う
え
、
接
種

す
る
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
他
の
定
期
接
種
の
詳
細
は
、「
保
健
サ
ー

ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対象者 生年月日

65 歳 昭和 25 年 4 月 2 日～昭和 26 年 4 月 1 日
70 歳 昭和 20 年 4 月 2 日～昭和 21 年 4 月 1 日
75 歳 昭和 15 年 4 月 2 日～昭和 16 年 4 月 1 日
80 歳 昭和 10 年 4 月 2 日～昭和 11 年 4 月 1 日
85 歳 昭和　5 年 4 月 2 日～昭和　6 年 4 月 1 日
90 歳 大正 14 年 4 月 2 日～大正 15 年 4 月 1 日
95 歳 大正　9 年 4 月 2 日～大正 10 年 4 月 1 日

100 歳 大正　4 年 4 月 2 日～大正　5 年 4 月 1 日

◆表 1　平成 27 年度成人用肺炎球菌予防接種対象者
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ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H
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ealth     Health     Health     Health     H
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th 

    
H

ea
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 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
会
員　

薬
剤
師

小こ

ぎ木
　
清き
よ
た
か高

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

１
４
年
に「
オ
レ
キ
シ
ン
受
容
体
拮
抗
薬
」

と
い
う
薬
が
開
発
さ
れ
、「
不
眠
の
薬
物

治
療
」
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

 「
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
受
容
体
作
動
薬
」

　

脳
の
興
奮
を
抑
え
る
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
ガ
ン

マ
ア
ミ
ノ
酪
酸
）
と
い
う
神
経
伝
達
物
質

の
働
き
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
脳
の
活

動
を
休
ま
せ
て
眠
り
へ
と
導
き
ま
す
。

「
メ
ラ
ト
ニ
ン
受
容
体
作
動
薬
」

　

脳
内
の
メ
ラ
ト
ニ
ン（
睡
眠
ホ
ル
モ
ン
）

受
容
体
に
作
用
し
、
体
内
時
計
を
介
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
睡
眠
と
覚
醒
の
リ
ズ
ム
を

整
え
、
睡
眠
を
促
し
ま
す
。　

「
オ
レ
キ
シ
ン
受
容
体
拮
抗
薬
」

　
「
オ
レ
キ
シ
ン
（
起
き
て
い
る
状
態
を

保
ち
、
安
定
化
さ
せ
る
脳
内
物
質
）」
の

働
き
を
弱
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
眠
り
を
促

し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
脳
の
覚
醒
に
関
わ
る
シ
ス

テ
ム
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脳
の

状
態
が
覚
醒
か
ら
睡
眠
に
切
り
替
わ
る
こ

と
を
助
け
、自
然
な
眠
り
へ
と
導
き
ま
す
。

○
超
短
時
間
作
用
型

　

３
～
４
時
間
で
効
果
が
消
失
す
る
（
マ

イ
ス
リ
ー
、
ハ
ル
シ
オ
ン
、
ル
ネ
ス
タ
、

ロ
ゼ
レ
ム
、
ア
モ
バ
ン
）

○
短
時
間
作
用
型

　

５
～
６
時
間
で
効
果
が
消
失
す
る
（
リ

ス
ミ
ー
、
レ
ン
ド
ル
ミ
ン
、
ロ
ラ

メ
ッ
ト
）

○
中
間
作
用
型

　

７
～
８
時
間
で
効
果
が
消
失
す
る
（
サ

イ
レ
ー
ス
、
ネ
ル
ボ
ン
）

○
長
時
間
作
用
型

　

９
～
10
時
間
で
効
果
が
消
失
す
る
（
ド

ラ
ー
ル
、
ソ
メ
リ
ン
）

 　

今
回
は
、
睡
眠
薬
の
歴
史
や
種
類
、
作

用
時
間
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

医
師
か
ら
処
方
さ
れ
た
薬
は
、
そ
の
患

者
さ
ん
の
病
状
、
体
質
に
合
っ
た
も
の
を

選
択
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
、
知
り
合
い
が
不
眠
だ
か
ら
と

い
っ
て
安
易
に
薬
を
譲
っ
た
り
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
副
作
用
が
起
き
た
り
、
不

眠
の
症
状
が
悪
化
す
る
原
因
に
も
な
り

ま
す
。

　

処
方
さ
れ
た
薬
は
、
自
分
だ
け
で
服
用

し
ま
し
ょ
う
！

※
次
回
は
、
不
眠
症
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

睡
眠
薬
の
歴
史

睡
眠
薬
と
不
眠
症
に
つ
い
て
考
え
る

睡眠薬の種類
古

新

バルビツール酸系

非バルビツール酸系

ベンゾジアゼピン受容体作動薬

オレキシン受容体拮抗薬（ベルソムラ）

メラトニン受容体作動薬（ロゼレム）

現在の主流

ＢＺ系（ベンゾジアゼピン系）（ハルシオンなど）

非ＢＺ系（非ベンゾジアゼピン系）（マイスリーなど）

保健福祉のコラム

睡
眠
薬
の
種
類

睡
眠
薬
の
作
用
時
間

処
方
薬
は
自
分
で
服
用
を
！

　

日
本
で
は
、
約
５
人
に
１
人
が
「
不
眠

症
」に
悩
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
と
来
月
の
２
回
に
わ

た
っ
て
、
睡
眠
薬
と
不
眠
症
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
睡
眠
薬
の
歴
史
と
分
類
に
つ

い
て
の
お
話
し
で
す
。

　

患
者
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
る
と
、
眠

れ
な
い
と
い
う
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

自
分
が
服
用
し
て
い
る
薬（
病
院
の
処
方
）

が
、
ど
の
よ
う
な
薬
な
の
か
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

薬
に
よ
る
不
眠
症
治
療
は
、
１
９
５
０

年
代
に
「
バ
ル
ビ
ツ
ー
ル
酸
系
睡
眠
薬
」

が
開
発
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
は
「
ベ
ン
ゾ
ジ

ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬
」「
非
ベ
ン
ゾ
ジ
ア

ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬
」
な
ど
が
よ
く
使
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
Ｇ

Ａ
Ｂ
Ａ
受
容
体
作
動
薬
」
に
分
類
さ
れ
る

薬
で
す
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
０
年
に
「
メ
ラ
ト
ニ

ン
受
容
体
作
動
薬
」
と
い
う
薬
が
、
２
０

一
般
社
団
法
人
北
海
道
薬
剤
師
会
南
空
知
支
部
由
仁
部
会
長

元気が
一番！！
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近
年
、食
事
の
軟
食
化
に
よ
り
、そ
し
ゃ

く
不
足
の
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
実
施
し
た
「
栗
山
町
健
康

意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
実
施
結
果
か
ら
も
、

「
よ
く
か
ん
で
食
べ
て
い
る
」
と
答
え
た

方
の
割
合
は
、
北
海
道
よ
り
も
下
回
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
柔
ら
か
く
て
お
い
し
い
も
の

や
、
か
ま
な
く
て
も
食
べ
ら
れ
る
も
の
が

増
え
て
き
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

日
本
咀そ

し
ゃ
く嚼
学
会
が
、
よ
く
か
ん
で
食
べ

て
い
た
卑ひ

み

こ
弥
呼
の
時
代
に
あ
や
か
り
、
か

む
こ
と
の
８
つ
の
メ
リ
ッ
ト
の
頭
文
字
を

と
り
「
ひ
み
こ
の
歯
が
い
ー
ぜ
」
と
い
う

標
語
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

口
は
、健
康
の
入
り
口
で
あ
り
、そ
し
ゃ

く
が
持
つ
心
身
や
健
康
へ
の
効
果
は
多
く

あ
り
ま
す
。
よ
く
か
ん
で
、
い
つ
ま
で
も

健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
！

かむことの８つのメリット！～ひみこの歯がいーぜ～

　
　 

　
全
身
の
体
力
向
上

　
　 

　
全
身
に
力
が
入
り
、
体
力
・

         

運
動
能
力
の
向
上
に
に
つ
な

　
　
　 

が
り
ま
す

　
　 

　
胃
腸
快
調

　
　 

　
食
べ
物
を
細
か
く
砕
く
こ
と

         

で
、
胃
腸
へ
の
負
担
を
和
ら

         

げ
、
活
動
を
活
発
に
し
ま
す

　
　 

　
が
ん
の
予
防

　
　 

　
だ
液
の
酵
素
が
、
発
が
ん
作

　
　
　 

用
を
弱
め
る
働
き
が
あ
る
と

　
　
　 

言
わ
れ
て
い
ま
す

　
　 
　
歯
の
病
気
予
防

　
　 

　
よ
く
か
む
と
、
だ
液
が
た
く

　
　
　 

さ
ん
出
て
、
口
の
中
が
き
れ

　
　 

　
い
に
な
り
ま
す

　
　 

　
脳
の
発
達

　
　 

　
脳
細
胞
が
活
性
化
さ
れ
、
こ

　
　
　 

ど
も
は
賢
く
、
大
人
は
老
化

　
　
　 

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す

　
　 

　
言
葉
が
は
っ
き
り

　
　 

　
口
の
ま
わ
り
の
筋
肉
が
発
達

　
　
　 

し
、
発
音
も
表
情
も
豊
か
に

　
　
　 

な
り
ま
す

　
　 

　
味
覚
の
発
達

　
　 

　
よ
く
か
む
こ
と
で
、
食
材
そ

　
　
　 

の
も
の
の
味
を
味
わ
う
こ
と

　
　
　 

が
で
き
ま
す

　
　 

　
肥
満
予
防

　
　 

　
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
、

　
　
　 

満
腹
中
枢
が
働
き
、
過
食
を

　
　
　 

防
ぎ
ま
す

ひこはい みが のぜ

か
め
ば
か
む
ほ
ど
メ
リ
ッ
ト
が
！

成
人
用
肺
炎
球
菌
の
定
期
接
種

元気が
一番！！

【申込先・問い合わせ】　
町保健福祉課
健康推進グループ
☎ 73-2256

か
ん
で
お
い
し
く
健
康
の
も
と



　
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と

①
虐
待
と
思
わ
れ
る
事
実
を
知
っ
た
と
き

は
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。（
匿
名
で
受

け
付
け
ま
す
）

②
子
育
て
中
の
親
子
に
優
し
い
ま
な
ざ
し

を
お
願
い
し
ま
す
。

③
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
誰
か
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

④
虐
待
に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
は
、
我

慢
し
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
虐
待
を
見
た
ら
連
絡
を
！

　

虐
待
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡
！

◆
町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

◆
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
１
２
８
０

◆
岩
見
沢
児
童
相
談
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
２
）
１
１
１
９

※
24
時
間
対
応
し
ま
す
。

◆
栗
山
警
察
署

　

☎
�
０
１
１
０

　
虐
待
は
増
え
て
い
る

　

平
成
26
年
度
、
全
国
の
児
童
相
談

所
が
対
応
し
た
児
童
虐
待
件
数
は

8
万
８
９
３
１
件
で
、
統
計
を
取
り
始
め

た
平
成
２
年
か
ら
24
年
連
続
で
過
去
最
多

を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　
ど
こ
ま
で
が
し
つ
け
？
　
　

　
ど
こ
か
ら
が
虐
待
？

　

親
が
「
愛
情
を
持
っ
て
子
ど
も
を
し
つ

け
て
い
る
」
と
主
張
し
て
も
そ
の
行
為
が

結
果
的
に
子
ど
も
の
発
育
や
発
達
に
悪
い

影
響
を
与
え
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
児

童
虐
待
で
す
。
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
側
の

視
点
か
ら
、
親
の
行
為
が
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
て
い
る
か
で
判
断
し
ま
す
。

　なかよし動物園などの一部施設の営業は 11 月 3 日㈷までとなり
ます。そこで！今シーズンの締めくくりに、日ごろの感謝の気持
ちを込め、下記のイベントを開催します♪
　来シーズンも皆さんにお会いできることを楽しみにしています。

★パクパクタイム全員無料
　大人気の動物たちにニンジンをあ
げるイベントに無料で参加できます。

【日時】　10 月 31 日㈯～ 11 月 3 日㈷
　　　　10：00 ～ 14：00
　　　　※おひとり様 1 日 1 回限り

★うさぎふれあいタイム
　うさぎ小屋の中に入れます！しば
らく会えなくなるうさぎちゃんに優
しく触れて、声をかけてあげてね♪

【日時】　11 月 3 日㈷ 10：00 ～ 14：00
　　　　※混雑時は時間を制限

ニンジンどうぞ♪

※案内所では特別セール
を実施！人気商品をお
買い得価格で提供！

【日時】
10 月 31 日㈯～ 11 月 3 日㈷
9：00 ～ 17：00

－問い合わせ－
町子育て支援センター

☎ 72- 1280　FAX 72-1320

　子どもが虐待死したというニュースを見ても「私の周
りは大丈夫」と考えていませんか？泣き声が聞こえても

「他人の家庭のことだし」と気づかないふりをしていませ
んか？子どもの命を守るため、私たちができることを今
一度考えてみましょう。

児童虐待防止推進月間児童虐待防止推進月間児童虐待防止推進月間

児
童
虐
待
の
な
い
社
会
を
願
っ
て

　
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
」
は
、

子
ど
も
虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
広
め

る
こ
と
で
、
虐
待
を
な
く
す
こ
と
を

呼
び
か
け
る
市
民
運
動
で
す
。

　
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
あ
る

11
月
末
ま
で
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ツ

リ
ー
を
役
場
1
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
し

ま
す
。
リ
ボ
ン
と
筆
記
用
具
を
用
意

し
ま
す
の
で
、
子
ど
も
の
成
長
へ
の

願
い
を
書
き
込
み
、
自
由
に
飾
り
付

け
て
く
だ
さ
い
。

◆
設
置
場
所

　

役
場
新
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

◆
設
置
期
間

　

11
月
30
日
㈪
ま
で

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動

実施中

ま ち の ひ ろ ば

1 1 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は
南空知消費生活相談室へ

【問い合わせ】南空知消費生活相談室　☎ 72-3581

2015 栗山公園だより 11 月号　vol.92

インターネットでの旅行申し込みは
よく確認しましょう！

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

勤労者
福祉センター

子育て応援事業
「はじめてのおつかい」

　4 歳～ 6 歳の子どもたちが、親か
ら離れて初めてのおつかいに挑戦！
日時／ 11 月 3 日㈷ 10：00 ～

菊花展
　栗山町菊花好友会の会員が丹精込
めて育てた大輪の数々。美しい姿を
ご覧ください。
期間／ 11月4 日㈬～8 日㈰　

ゆっくり市
　町特産品や果物、海の幸があたる
好評の大ビンゴ大会をはじめ、焼き
鳥、おでん、クレープ、冷たいビー
ルの販売も行います。　
日時／ 11 月 20 日㈮ 18：00 ～

大好評！手打ちそば
※限定 30 食

日時／毎週金曜日　11：00 ～
　　　

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
　サークルや団体の催し、商品の展
示会などでのご利用をお待ちしてい
ます。まずはご相談ください！ 

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・Fax 73-5535
開館時間　　10：00 ～ 17：00

【国民生活センター相談事例】
　インターネットで格安旅行会社を検索
し、大人 2 人分計 6 万円を申し込んだ。
航空券は出発の 3 日前に届く約束だった
が、前日になっても届かず、旅行会社に
何度電話しても誰も出ない。仕方なく、直接航空会社に確認し
たところ「予約はあるが業者からの入金がないため発券できな
い」と言われた。

お客様感謝祭を開催！お客様感謝祭を開催！お客様感謝祭を開催！

　対面での説明がないため、諸条件や規約などは自分で確認
する必要があります。トラブルにあったら南空知消費生活相
談室に相談しましょう。

■アドバイス

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

今シーズンは
11月 3日㈷
クローズ

11月は…

あなたにもできることがあります。

児童虐待
4 つの分類

身体的虐待
殴る、蹴る、家の外
に長時間出すなど

性的虐待
性的行為を強いる、
性器を見せるなど

ネグレクト
食事を与えない、不
潔にする、車の中に
放置するなど

心理的虐待
言葉でおどす、無視
や拒否的な態度をと
る、父親から母親な
どへの暴力を見せる
など

オレンジリボン
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町とエーザイ株式会社が 9 月 30 日、「健康づくり及
び高齢者福祉施策等の推進に関する協定」を締結しま
した。この協定には、町が進める健康で笑顔あふれる
まちづくりに向け、エーザイが町民向け講座の開催や
それに伴う講師派遣の協力を行うことなどが盛り込ま
れています。調印式で、椿原紀昭町長は「この協定に
より、がんや認知症の発症・重病化予防などに大きな
期待ができます」とあいさつし、本町への協力に対す
るお礼と今後の決意を述べました。

康なまちづくりに向けて
エーザイ株式会社と協定締結健

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索

んなの勇気で暴力追放
暴力追放運動推進協議会で街頭啓発み

暴力追放意識の高揚を図るため、栗山町暴力追放運
動推進協議会が 9 月 29 日、街頭啓発を実施しました。
役場会議室で行われた開会セレモニーで松原正和会長
は「高齢者や子どもたちを犯罪から守り、安心・安全
のまちをつくりましょう」とあいさつ。その後、会員
ら約 20 人は北雄ラッキー栗山店に移動し、買い物客
に「立ち向かうみんなの勇気で暴力追放」と書かれた
ティッシュなどの啓発グッズを手渡し、暴力追放を呼
びかけました。

ケ上る日を夢見て
雨煙別川で清掃作業サ

町内を流れる夕張川支流の雨煙別川で 9 月 20 日、
川底のごみなどを拾う清掃作業「故郷の川クリーン大
作戦！」が行われました。栗山青年会議所の主催で、
町内外の親子連れや自然保護関係者ら約 60 人が参
加。川底に溜まったビニールや空き缶などを拾い上げ、
次々と撤去していきました。この日集められたごみは
ごみ袋 23 袋分。中には古タイヤや一斗缶などもあり
ました。また、清掃作業の後には、魚類やサケの魚卵
床を探す「川の学習会」も実施されました。

今年で 7 回目となる「子どもフェスティバル」が
10 月 4 日、総合福祉センター「しゃるる」で行われ
ました。町内の幼稚園や保育園をはじめ子育てに関係
する機関・団体が一堂に会し、すもう、バスケットボー
ル、ストラックアウト、サッカーの 4 つのスポーツが
楽しめる「わんぱくパーク」をはじめ 9 つのブースを
用意。フェスティバルの締めくくりには、町図書館司
書による「おはなし会」が行われ、この日訪れた親子
など約 250 人は楽しいひとときを過ごしました。

子で楽しいひととき
第7回子どもフェスティバル親

北海道介護福祉学校で 10 月 16 日と 19 日の 2 日間、
栗山高等学校 3 年生による介護体験実習が行われまし
た。この実習は、平成 26 年 4 月に締結された栗山高
等学校と介護福祉学校との連携協定の「キャリア教育」
の一環で、高齢者の健康と生活、介護に関する知識と
技術の習得を目的に実施。「生活と福祉」を選択した
18 人の生徒は、介護福祉学校の谷内克敏教員から指
導を受け、ベッドメイキングやベッド上での移動介護、
車いす体験を行い、介護福祉について学びました。

護体験から福祉を学ぶ
栗山高等学校キャリア教育介

犯罪の実態を知り、その対策を学ぼうと「実践型防
犯教室」が 10 月 20 日、カルチャープラザ「Eki」で
開かれました。防犯設備士の高橋佳嗣さんが講師とな
り、泥棒の侵入手口を紹介。「昨年最も多かったのは
無施錠宅への侵入。ごみ捨てなどのわずかな時間でも
狙われます」と注意を呼びかけました。また、最新の
防犯設備についても解説。ガラスの破壊試験なども行
われ、参加した町民約 20 人は防犯ガラスの強度に驚
きの声を上げていました。

備と意識を強化して
実践型防犯教室設

栗山中学校の 1 年生 105 人が 10 月 15 日と 16 日
の 2 日間、町内 23 事業所で職場体験学習を行いまし
た。役場広報にも 2 人の新米広報マンが配属され、同
級生の職場体験を取材し、自分たちが作成した記事を
町ホームページに掲載するなど、貴重な体験をしまし
た。短い期間ではありましたが、職場体験で仕事の厳
しさや楽しさを学び、将来に役立ててほしいと思いま
す。

来のために
栗山中学校職場体験将
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く
ら
し

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
　

申
請
期
間
を
延
長
し
ま
す

　
　

消
費
税
の
引
上
げ
に
伴
い
、
経
済
的

な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
臨
時
的
な

措
置
と
し
て
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」（
住

民
税
が
非
課
税
の
方
一
人
に
つ
き
6
千

円
）
と
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」（
児
童
手
当
受
給
対
象
の
子
ど
も

一
人
に
つ
き
3
千
円
）
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　
　

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
８
月

に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
期
間
中
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
平
成
27
年
１
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方

　

前
住
所
地
で
の
申
請
と
な
り
ま
す
の
で

前
住
所
地
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
公
務
員
の
方

　

所
属
長
が
交
付
す
る
「
申
請
書
」「
児

童
手
当
受
給
状
況
証
明
書
」
に
て
期
日

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
受
付　
　

12
月
10
日
㈭
ま
で

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２
（
窓
口
④
）

歳
末
た
す
け
あ
い
見
舞
金

配
分
事
業
の
お
知
ら
せ

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
で
町
民
の
皆

さ
ん
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
募
金
か
ら
、
支

援
を
必
要
と
す
る
世
帯
に
対
し
て
見
舞

金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
対

象

生
活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
母
子
・
父
子
世
帯

収
入
基
準
額
2
７
２
万
１
千
円
以
内

②
70
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

収
入
基
準
額
98
万
３
千
円
以
内

③
70
歳
以
上
の
高
齢
者
夫
婦
世
帯

収
入
基
準
額
1
３
９
万
７
千
円
以
内

④
心
身
障
が
い
児
・
者
の
い
る
世
帯
Ⅰ

収
入
基
準
額
３
０
６
万
８
千
円
以
内

　
【
身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
ま
た
は
、

精
神
障
害
者
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か
を

所
持
】

⑤
心
身
障
が
い
児
・
者
の
い
る
世
帯
Ⅱ

収
入
基
準
額
２
９
６
万
９
千
円
以
内

　
【
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
ま
た
は
、
精

神
障
害
者
手
帳
２
級
の
い
ず
れ
か
を
所

持
】

⑥
心
身
障
が
い
児
・
者
の
い
る
世
帯
Ⅲ

収
入
基
準
額
２
７
６
万
９
千
円
以
内

　
【
身
体
障
害
者
手
帳
４
～
６
級
ま
た
は
、

療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
、
精
神
障
害

者
手
帳
３
級
の
い
ず
れ
か
を
所
持
】

※
70
歳
以
上
の
世
帯
は
②
ま
た
は
③
の
基

準
額
が
該
当

⑦
在
宅
で
寝
た
き
り
の
方
が
い
る
世
帯

⑧
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
が

い
る
世
帯

⑨
高
齢
者
福
祉
施
設
に
入
所
し
、
年
金
を

受
給
し
て
い
な
い
方

※
⑦
～
⑨
は
収
入
額
を
問
い
ま
せ
ん
。
収

入
基
準
額
は
生
活
保
護
世
帯
の
約
１
･

１
倍
の
収
入
額
以
内
と
な
り
ま
す
。

◆
支
給
額
（
予
定
）

正
式
な
支
給
額
は
、
12
月
に
開
催
す
る

配
分
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

･
対
象
②
・
⑦
の
世
帯　

１
万
円

･
対
象
⑧
・
⑨
の
世
帯　

５
千
円

･
前
記
以
外
の
世
帯　
　

１
万
２
千
円

◆
支
給
方
法

12
月
下
旬
に
地
域
担
当
民
生
委
員
よ
り

支
給

◆
申
込
方
法

11
月
20
日
㈮
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

に
備
え
付
け
の
「
歳
末
見
舞
金
配
分
申

請
書
」
を
提
出
（
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
１
３
２
２

人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
耐
震

改
修
お
よ
び
老
朽
住
宅
の
解
体
工
事
に

よ
り
住
環
境
を
改
善
す
る
場
合
に
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

◆
対
象
者

町
内
に
住
所
が
あ
り
、住
宅
を
所
有
し
、

町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

※
工
事
後
、
本
町
に
移
住
予
定
の
場
合
や

解
体
工
事
の
場
合
は
、
町
外
の
方
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

◆
助
成
額

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事 

工
事
費
の
３
割
（
10
万
円
以
上
の
工
事

で
助
成
の
限
度
額
は
30
万
円
）

②
耐
震
改
修
工
事 

工
事
費
の
2
割
（
50
万
円
以
上
の
工
事

で
助
成
の
限
度
額
は
50
万
円
）

③
解
体
工
事 

工
事
費
の
2
割
（
50
万
円
以
上
の
工
事

で
助
成
の
限
度
額
は
20
万
円
）

◆
対
象
工
事

町
内
に
事
業
所
の
あ
る
法
人
ま
た
は
町

内
に
住
所
の
あ
る
個
人
事
業
所
で
、
と

も
に
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
事

業
所
が
施
工
す
る
工
事 

※
工
事
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
3

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
の
例

　（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
の
場
合
）

11
月
は
、
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
月
間
で
す

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活
の
安

定
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が

直
接
管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。　

　

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
11
月
を
「
労
働
保

険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
し
、
労
働

保
険
制
度
の
よ
り
一
層
の
理
解
、
周
知

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

事
業
主
の
方
は
、
速
や
か
に
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安

定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総
務
部
労

働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

国 民 年 金
年金受給者の皆さんへ

『扶養親族等申告書』は期限までに
提出しましょう！

　老齢年金や退職年金は雑所得として所得税の
課税対象とされています。
　課税対象となる受給者の方には、毎年 11 月上
旬までに日本年金機構から「扶養親族等申告書」
が送付されますので、提出期限の 12 月 1 日（火）
までに必ず提出してください。
　この申告により、平成 28 年中に受けられる年
金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。
もし提出を忘れると各種控除が受けられないた
め、所得税の源泉徴収税額が多くなり、払込額が
減額となる場合がありますのでご注意ください。

【問い合わせ】
町住民生活課住民・国保グループ　☎ 73-7509

広報くりやま 10 月号  お詫びと訂正
　広報くりやま 10 月号 30 ページの「赤十字救急
法講習会」の日程の一部に間違いがありました。
　お詫びして訂正いたします。

赤十字救急法講習会「救急員養成講習会」
× 11 月 30 日㈪・12 月 7 日㈪
○ 11 月 22 日㈰・11 月 29 日㈰
時間などの記載に間違いはありません。

◇平成 28 年
　「扶養親族等申告書」が送付される方

年　齢
65 歳未満 年金額が 108 万円以上

65 歳以上 年金額が 158 万円以上

11
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
November
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空
き
家
調
査
に
ご
協
力
を

　

全
国
的
に
深
刻
化
す
る
空
き
家
問
題

に
つ
い
て
、
町
で
は
平
成
28
年
度
の
空

き
家
等
対
策
計
画
の
策
定
に
向
け
、
全

町
を
対
象
と
し
た
実
態
調
査
を
11
月
よ

り
行
う
予
定
で
す
。
名
札
を
付
け
た
調

査
員
が
町
内
を
歩
き
、
空
き
家
の
状
態

確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
委
託
先　

　

株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン

◆
問
い
合
わ
せ

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
３

高
齢
者
の
転
倒
予
防
　
　
　

運
動
指
導
員
を
派
遣
し
ま
す

　

転
倒
予
防
に
は
、「
立
つ
」「
歩
く
」「
物

を
取
る
」
と
い
っ
た
日
常
生
活
で
必
要

な
筋
力
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
高
齢
者
の
歩
け
る
体
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス

く
り
や
ま
で
は
健
康
運
動
指
導
員
の
派

遣
事
業
を
始
め
ま
す
。

　

豊
富
な
知
識
を
持
つ
職
員
が
町
内
会

や
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
お
伺

い
し
、
ボ
ー
ル
や
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
、
ラ

ダ
ー
（
は
し
ご
）
な
ど
の
器
具
を
使
っ

て
、
歩
け
る
体
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供
し
ま
す
。

　

運
動
す
る
こ
と
を
習
慣
化
し
て
筋
力

を
保
持
し
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

講
師
派
遣
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
派
遣
日
時　

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午

◆
派
遣
場
所　

最
寄
り
の
公
民
館
や
地
区
会
館
な
ど

（
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

◆
問
い
合
わ
せ

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

担
当　

山
岸

☎
�
２
６
０
０

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

◆
11
月
30
日
㈪
は
、
個
人
事
業
税
第
２
期

の
納
期
限
で
す
！　

　
　

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
付
書

は
、
８
月
に
第
1
期
分
納
付
書
と
一
緒

に
送
付
し
て
い
ま
す
。
お
確
か
め
の
う

え
、
銀
行
・
郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関

で
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
手
元
に
納
付
書
は
あ
り
ま
す
か
？

納
付
書
が
お
手
元
に
な
い
場
合
に
は
、

再
度
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
お
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
延
滞
金
を

支
払
う
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。
今
年

度
の
申
し
込
み
は
翌
年
度
か
ら
口
座
振

替
を
開
始
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

空
知
総
合
振
興
局
納
税
課
納
税
第
一
係

☎
０
１
２
６（
２
０
）０
０
５
５

第
40
回
伝
承
も
ち
つ
き
会

　

毎
年
恒
例
の
『
伝
承
も
ち
つ
き
会
』

も
40
回
目
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日　
　

時　

　

11
月
15
日
㈰　

午
前
9
時
半
か
ら

◆
場　
　

所　
　

栗
山
寺

◆
問
い
合
わ
せ

桜
丘
町
内
会　

藤
原

☎
�
１
０
７
０

催
し

栗
山
町
子
育
て
講
演
会

『
子
ど
も
の
才
能
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

な
い
方
法
』

～
身
長
・
学
力
・
体
力
・
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
関
係
す
る
生
活
習
慣
と
は
～

　

運
動
能
力
・
学
力
ア
ッ
プ
に
は
、
生

活
習
慣
が
と
て
も
大
切
。
大
人
に
と
っ

て
も
仕
事
の
能
率
ア
ッ
プ
や
美
容
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
小
学
校
高
学
年
や
中

学
生
の
お
子
さ
ん
も
参
加
で
き
る
の

で
、親
子
で
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
参
加
無
料
。
事
前
申
込
不
要
。

◆
日　
　

時　

　

11
月
30
日
㈪　

午
後
6
時
30
分
～
8
時

◆
場

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
大

ホ
ー
ル

◆
講　
　

師

北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
小
学
校 

栄
養
教
諭

須
合　

幸
司　

氏

◆
託

児　

託
児
希
望
者
は
20
日
㈮
ま
で
に
申
し

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
託
児
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
２
８
０

O
hm

urasaki  M
usic 

Festa  2015

　

　

全
道
各
地
よ
り
11
組
の
音
楽
グ
ル
ー

プ
が
出
演
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お
楽

し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。
栗
山
に
音

が
舞
う
1
日
、是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日　
　

時　

　

11
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
9
時

◆
場

所

　

ま
ち
の
駅　

栗
夢
プ
ラ
ザ

◆
入
場
料　
　

無
料

◆
問
い
合
わ
せ

O
T
O
─
M
A
U
く
り
や
ま

代
表　

松
本　

貴
子

☎
０
９
０（
３
３
９
３
）４
６
７
７

災害時の「断水」に備えて…
　町では、災害に備えてさまざまな対策をとっ
ていますが、大きな災害が発生すると広い範
囲で断水する可能性があります。給水車の到
着まで時間がかかることも予想されますので、
災害時の備えとしてご家庭でも水を備蓄して
おきましょう。

◇必要な備蓄量（目安）
１人当たり
１日３リットルを 3 日分
合計 9 リットルが必要

◇水道水の保管方法
　清潔で口が閉められる容器に入れ、直射
日光の当たらない涼しいところで保管しま
しょう。
　水道水の塩素による消毒効果は時間が経
つにつれて減少しますので、3 日程度でくみ
替え、期間が過ぎた水は洗濯などの雑用水
にご利用ください。

◇くみ置きのすすめ
　災害時には、飲み水以外にも多くの生活
用水が必要です。お風呂の残り湯をすぐに
捨てずにくみ置きしておくと、水洗トイレ
を流すなどの雑用水に利用できます。

みんなの

水 道

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

証明手数料が改正されます

平成 28年
4月 1日から

　来年度より窓口において交付する証明、閲覧な
どの取扱い手数料が改正になります。

現行 改正後

住民票・戸籍の附表の写しおよび
記載事項証明の交付

200 円 300 円

住民票の閲覧 200 円 300 円

印鑑登録証明書の交付 300 円 400 円

印鑑登録証の交付 300 円 400 円

埋火葬に関する証明 300 円 500 円
【問い合わせ】

町住民生活課住民・国保グループ　☎ 73-7509

く
ら
し
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

栗
山
の
教
育
を
語
る
会
　
　

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
『
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
…
』

　

私
た
ち
大
人
は
、
未
来
を
支
え
て
い

く
子
ど
も
た
ち
に
一
体
何
を
伝
え
て
、

何
を
残
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？
子
ど
も

た
ち
の
現
状
や
、
大
人
が
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
樋
口
氏
に
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
a
s
a
h
i
さ
ん
に
よ
る

ミ
ニ
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
の
楽
し
い
企
画

も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
無
料
。
事
前
申
込
不
要
。

◆
日　
　

時　

　

11
月
11
日
㈬　

　

午
後
6
時
30
分
～
8
時
15
分

◆
場

所　

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

2
階
研
修
室

◆
講　
　

師

福
岡
県
春
日
南
小
学
校
教
諭

樋
口　

け
い
子　

氏

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
の
教
育
を
語
る
会

会
長　

泉　

真
沙
子

☎
�
５
５
２
９

年
末
調
整
　
　
　
　
　
　

事
業
所
向
け
説
明
会

◆
日　
　

時　

　

11
月
25
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時
半

◆
場

所　
　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」
２
階

◆
内　
　

容　

年
末
調
整
事
務
お
よ
び
源
泉
徴
収
票
・

同
合
計
表
な
ど
の
作
成
要
領
に
つ
い
て

の
説
明
会

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６（
２
２
）９
５
５
５

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
５

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
設

　
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
と
は
、
認
知

症
の
人
や
家
族
、
支
援
す
る
人
た
ち
が

参
加
し
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
、
ホ
ッ

と
一
息
つ
け
る
場
所
の
こ
と
で
す
。

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま
で
は
、

認
知
症
対
策
と
し
て
、
施
設
内
の
ス

ペ
ー
ス
を
使
っ
て
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を

開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
を
訪
れ
た
人
た
ち
が
お
茶
や

コ
ー
ヒ
ー
（
有
料
）
を
飲
み
な
が
ら
、

認
知
症
の
相
談
を
は
じ
め
、
介
護
予
防

や
介
護
保
険
な
ど
に
つ
い
て
、
豊
富
な

知
識
と
経
験
を
有
す
る
職
員
に
相
談
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、
介

護
保
険
で
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
方
や
そ
の
ご
家
族
、
ま
た
福
祉
関

係
機
関
・
団
体
の
方
な
ど
、
ど
な
た
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
日　
　

時　

　

11
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時
半

◆
場　
　

所　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

◆
問
い
合
わ
せ

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

☎
�
２
６
０
０

電
波
の
安
全
性
に
　
　
　

関
す
る
説
明
会
を
開
催

　

電
波
の
性
質
や
人
体
へ
の
影
響
な
ど

に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日　
　

時　

　

12
月
7
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時
半

◆
場　
　

所

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
２
階
コ
ン

チ
ェ
ル
ト

（
札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
６
丁
目
）

◆
定

員　

　

1
0
0
人
（
参
加
無
料
）

◆
申
込
方
法　

　
「
電
波
の
安
全
性
に
関
す
る
説
明
会
」

と
記
入
し
、
氏
名
、
連
絡
先
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、12
月
１
日
㈫
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
お
申
込
み

催
し

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

総
務
省　

北
海
道
総
合
通
信
局

電
波
監
理
部　

電
波
利
用
環
境
課 

E
メ
ー
ル

denjikankyo-hokkaido@
soum

u.
go.jp℻

0
1
1（
７
０
９
）２
４
８
６

☎
０
１
１（
７
０
９
）２
３
１
１

　
（
内
線
４
７
４
５
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
・
自
衛
官
候
補
生
募
集

◆
自
衛
隊
の
高
校
で
学
ぼ
う
！

◇
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

○
受
験
資
格

･
中
卒
（
見
込
み
含
む
）、
15
歳
～
17
歳

　

未
満
の
男
子

○
受
付
期
間

　

11
月
1
日
㈰
～
平
成
28
年
1
月
8
日
㈮

○
一
次
試
験

　

平
成
28
年
1
月
23
日
㈯

◆
自
衛
隊
の
経
験
を
社
会
で
生
か
そ
う
！

◇
男
子
自
衛
官
候
補
生
募
集

○
対
象
年
齢　
　

18
歳
～
27
歳
未
満

○
受
付
期
間　
　

随
時

○
採
用
試
験　
　

受
付
時
に
通
知

○
俸　
　

給　
　

月
額
１
５
万
9
5
0
0
円（
２
士
任
官

以
降
）

○
退
職
手
当

　

１
任
期　

約
54
万
円（
陸
）

　

２
任
期　

約
１
３
８
万
円（
陸
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
恵
庭
地
域

事
務
所

☎
０
１
２
３（
３
４
）５
４
３
８

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
ジ
ュ
ニ
ア
・

レ
ー
シ
ン
グ
会
員
募
集

◆
説
明
会　
　

◇
日　

時

　

11
月
13
日
㈮　

午
後
6
時
半
か
ら

◇
場　

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
会　
　

費　

　

２
万
５
千
円
（
傷
害
保
険
を
含
む
）

◆
申
し
込
み　

説
明
会
当
日
に
受
付

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

桐
越

☎
０
９
０（
３
０
１
９
）１
３
２
６

※
由
仁
ス
キ
ー
連
盟
競
技
部
と
の
合
同
説

　

明
会
と
な
り
ま
す
。

※
「
キ
ッ
ズ
教
室
・
ポ
ー
ル
教
室
説
明
会
」

　

は
、
あ
ら
た
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。

御大師山の写真
募集を強化中！
栗山町内の景観写真を大募集
◇グランプリには 2 万円相当

　の町特産品を贈呈

◇こども賞もあります

◇詳しくは町ホームページへ【応募期間】平成 28 年 4 月 30 日㈯まで　　【問い合わせ】町建設水道課 ☎ 73-7513

第 2 回くりやま景観フォトコン
とっておきの景色、募集。

◆抽選券
　受付にて先着順で 1,000 枚無料配布します。

◆福祉体験スタンプラリー（9：00 ～ 12：00）
　スタンプカードは受け付けで配布。スタンプを 3

個以上集めると割引券と交換できます。

◆献血車来訪（10：00 ～ 14：30）　
　献血するとボックスティッシュ 5 箱とインスタ

ントラーメン 5 袋がもらえます。

【実施団体】
2015 ふれあい広場くりやま実行委員会　

【主催・問い合わせ】
町社会福祉協議会　☎ 72-1322

　ふれあい広場くりやまでは、福祉・ボランティア
団体などによる出店（飲食コーナーもあり）や会場
全店共通の割引券がもらえる福祉体験スタンプラ
リーなどを行います。また、くりやまギフトカード（1
万円 2 本）やくりやま手打ちそば愛好会から無償提
供される「そば券 10 本」などの景品約 80 点を用意
する『ふれあい大抽選会』も開催。ご家族揃ってご
来場ください。

日　時　11月8日㈰
 9：00 ～ 14：30

場　所　カルチャープラザ「Eki」

ふれあい広場くりやまふれあい広場くりやまふれあい広場くりやま ～ 福祉の心 集う ～

◆日　程　
9：00 ～社会福祉貢献者表彰式

　10：00 ～栗山めぐみ幼稚園発表
　11：00 ～パフォーマー「Ｃａｒｍ」（カーム）
　13：00 ～ウィンズ・バンド「レルシア」（吹奏楽）
　13：30 ～ふれあい大抽選会

入場無料

募
集

11
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
November

21 広報くりやま   2015. 11 202015. 11　広報くりやま   



町税納期限 納税は便利な口座振替を
ご利用ください

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

全てコンビニで
納付ができます介 護 保 険 料　　　　　⑤期

後期高齢者医療保険料　　　⑤期

国 民 健 康 保 険 税　　　　　⑤期

固 定 資 産 税　　　　　④期

}11月30日（月）

狩
猟
免
許
試
験

◆
日　
　

時　

　

12
月
6
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

◆
場　
　

所

空
知
総
合
振
興
局

◆
予
備
講
習

11
月
29
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

半
ま
で
予
備
講
習
を
行
い
ま
す
。

◇
場　
　

所

岩
見
沢
市
民
会
館　

ま
な
み
ー
る

◇
受
講
料

第
１
種
、
第
２
種　

７
５
０
０
円

網
、
わ
な　
　
　
　

５
０
０
０
円

同
時
受
講　
　
　

１
０
０
０
０
円

◇
受
付
期
間　
　

　

11
月
20
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

空
知
猟
政
協
議
会

☎
０
１
２
６（
２
５
）５
７
６
８

狩
猟
免
許
取
得
に
係
る
申
請

手
数
料
な
ど
を
助
成

◆
対　
　

象　

　

町
内
在
住
の
狩
猟
免
許
試
験
受
験
者

◆
助
成
内
容　
　

　

狩
猟
免
許
申
請
手
数
料
、
申
請
に
係
る

健
康
診
断
料
お
よ
び
予
備
講
習
受
講
料

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
申
請
手
数
料
、
健
康
診
断
料
お

よ
び
予
備
講
習
受
講
料
の
支
払
い
が

確
認
で
き
る
領
収
書

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

（
町
産
業
振
興
課
農
林
業
振
興
グ
ル
ー
プ
）

☎
�
７
５
１
５

無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

11
月
20
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

無
料
人
権
相
談

　

い
じ
め
や
差
別
、
家
庭
内
で
の
暴

力
、
職
場
で
の
嫌
が
ら
せ
、
不
動
産
・

金
銭
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
困
り
ご
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
予
約
不
要
・
無
料
）

◆
日
時
・
場
所

12
月
2
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
相
談
員

町
人
権
擁
護
委
員
、
札
幌
法
務
局
岩
見

沢
支
局
職
員

◆
問
い
合
わ
せ

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
０
１
２
６（
２
２
）０
６
１
９

　

町
へ

【
金
一
封
】

◆
教
育
寄
附
金（
子
ど
も
夢
づ
く
り
基
金
）

と
し
て

◇
栗
山
興
産
株
式
会
社
（
河
野
政
治 

代

表
取
締
役
社
長
）　

◆
総
務
寄
附
金
（
ま
ち
づ
く
り
）
と
し
て

◇
泉　

陽
子
さ
ん
（
角
田
）

相
談

　

く
り
の
さ
と
へ

【
物　

品
】

◇
ぱ
す
て
る
長
沼
（
長
沼
町
）

【
慰　

問
】

◇
ビ
ハ
ー
ラ
栗
山
（
吉
田
輝
夫
会
長
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
土
田
清
美
会
長
）

◇
シ
ナ
リ
ー
化
粧
品
（
砂
川
市
）

　

泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
く
す
り
の
え
び
な

（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
コ
ポ
ロ
の
会

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
三
浦　

英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
宝
玉
連
と
麦
の
会

◇
ケ
ー
ナ
の
会

4/1 ～ 10/15 までの総数
8,969 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

  88,478,072 円

【
9
月
16
日
～
10
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

門
崎
向ひ

な
た葵 

10/8

隼

人

沙
恵
子

お
め
で
た富

士

平成 27 年度  ふるさと応援寄附

【
9
月
16
日
～
10
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢   

月 

日                      

世
帯
主     

住  

所

岩
原
ス
ミ 

83 

9/9 

本

人

山
口
　

勇 

71 

9/17 

本

人

村
中
タ
マ
子 

94 

9/18 

一

夫

阿
部
き
ゑ 

94 

9/18 

本

人

元
田
シ
ゲ 

99 

9/19 

本

人

山
田
シ
ズ
ヱ 

92 

9/21 

本

人

工
藤
ふ
み
よ 

101 

9/21 

本

人

高
桑
テ
ル 

98 

9/24 

政

勝

中
川
キ
ヨ 

96 

9/26 

本

人

青
木
貞
之 

88 

9/29 

本

人

松
山
ヨ
シ
ヱ 

93 

10/3 

本

人

吉
田
美
登
子 

90 

10/6 

眞

澄

小
川
健
二 

87 

10/11 

本

人

則
武
和
晴 

65 

10/13 

本

人

お
く
や
み松

風
４

中
央
２

松
風
２

桜
丘
１

松
風
４

杵

臼

阿
野
呂

南
学
田

桜
丘
１

朝
日
３

杵

臼

北
学
田

中
央
３

角

田

　次の 4 項目すべてに該当し、下表の対象世帯であれば、冬期間の除雪業
者へお願いする除雪費用の一部助成を受けることができますので、お申し
込みください。

申込締切

11月13日㈮

サービス

内容

自宅周辺で自らが行えない範囲
の除雪や排雪、屋根の雪下ろし
に対する費用を助成

助成額
除雪などにかかる費用の７割

（生活保護世帯は９割）相当を
助成※限度額有り

①平成 27 年度の町民税非課税の世帯
②町税などの滞納がない世帯
③同一町内会、自治会に 65 歳未満の子がいない世帯
④町内会、自治会単位（団地単位を含む）などで共同

負担により、 除雪を行っていない世帯

事 業 名 対 象 世 帯

高齢者除雪サービス事業
【申込先・問い合わせ】

町保健福祉課高齢者・介護グループ
☎ 73 － 7507

◎次のいずれかに該当する世帯
①世帯全員が 68 歳以上の世帯  
②世帯全員が要支援、要介護認定を受けている世帯 
③「68 歳以上」または「要支援・要介護の認定者」の方と「上

肢、下肢、体幹機能、運動機能または精神に障がい（1・2 級）
のある方」のみの世帯

障がい者除雪サービス事業
【申込先・問い合わせ】

町保健福祉課福祉・子育てグループ
☎ 73 － 2222

◎次のいずれかに該当する世帯
①世帯全員が上肢、下肢、体幹機能、運動機能または精神に障

がい（1・2 級）のある 50 歳以上の方のみの世帯
②生活保護を受給し、上肢、下肢、体幹機能、運動機能または

精神に障がい（1・2 級）のある一人暮らしの世帯

�
①～④全てに該当し、下表のいずれかの対象世帯
であれば費用の助成を受けられます。

除雪サービス事業申請受付中！除雪サービス事業申請受付中！除雪サービス事業申請受付中！

試
験

ご
厚
意

椿原紀昭町長に 100 万円を手渡
す河野政治社長

11
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
November
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ロシアの国際柔道大会で優勝＊後藤大和君

栗山町柔道スポーツ少年団の後藤大和君（栗山中学校
2 年）が、ロシア・サハリン州ユジノサハリンスク

市で開かれた国際柔道大会 73 キロ超級に出場し、優勝し
ました。後藤君は大会後、役場を訪れ椿原紀昭町長に結
果を報告。椿原町長は「目標を高くもって、さらなる活
躍を期待しています」と激励し、後藤君は「次は来年の
中体連で全道優勝し、全国に挑みたいです」と力強く決
意を語っていました。 　　　　　　　　　　（9 月 28 日）

芸術の秋を満喫＊くりやま芸術祭

今年で創立 60 周年を迎えた栗山町体育協会の記念
式典が、カルチャープラザ「Eki」で開催されまし

た。梶良行会長は「60 周年を契機に、初心にかえり心
の帯を締め直して『和衷協力＝心を同じくして共に力を
合わせる』の精神でさらなる飛躍ができるよう尽力しま
す」とあいさつしました。また、式典では、長年にわた
り協会の発展に貢献された方々に特別表彰として、表彰
状と記念品が贈呈されました。　　　　　    （10 月 10 日）

創立 60 周年を祝う＊栗山町体育協会記念式典

元気が一番！レクリエーションのつどい

第31 回くりやま芸術祭が、カルチャープラザ「Eki」
で開催されました。町内のサークルや個人が制作し

た絵画や陶芸をはじめ、手工芸、木彫、写真などの力作
が勢ぞろい。幼稚園・保育園の年長児によるかわいらし
い絵画や町内で活動する芸術家による賛助作品などもあ
り、約 450 点が一堂に展示されました。また、誰でも気
軽に囲碁と茶道を楽しめる体験コーナーも設置され、多
くの来場者を楽しませました。（10 月 15 日～ 18 日）

高齢者の生きがいと健康づくりを推進しようと、レクリ
エーションのつどいがスポーツセンターで行われまし

た。町内の老人クラブから約 70 人が参加。2 人で 1 つのひしゃ
くを持ち、お手玉を運ぶ「THE ☆仲良く運んで」や「サイコ
ロでビンゴ」などのレクリエーションを通じ、親睦と交流を
深めました。朝日あけぼの会の高尾和子さん（82 歳）は「友
達同士で参加するのを毎年楽しみにしています。体を動かす
のは気持ちがいいですね」と話していました。　　（10 月 18 日） 

「                     」

ボ ルバ レ
ミニ

大

■日　　時　12 月 6 日㈰　9：00 ～
■場　　所　スポーツセンター
■対　　象　町内会・自治会単位で構成されたチーム
※編成が困難な場合は複数の町内会・自治会での合
　同編成も可能
■申込方法　各町内会・自治体に送付した申込書を提出
■申込期間　11 月 18 日㈬～ 21 日㈯
■申込先・問い合わせ
　スポーツセンター　☎ 72-6161

ー ー
全
町 会

■冬期閉鎖屋外施設（11月4日㈬から）
ふじスポーツ広場、総合グラウンド、運動公園、栗夢広場、
栗山公園球場、町民球場、栗山ダム・御園パークゴルフコース

屋外スポーツ施設ＣＬＯＳＥ屋外スポーツ施設Ｃ
ク ロ ー ズ

ＬＯＳＥ

新
体
力
テ
ス
ト

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
月
曜
日
開
館

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
休
館
日
の
月
曜
日

を
11
月
か
ら
開
館
し
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
や
卓
球
な
ど
ア
リ
ー
ナ
使
用
の
ほ
か
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
も
利
用
可
能
で
す
。

◆
開
館
期
間　

　

11
月
～
４
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

◆
利
用
時
間　

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

※
一
部
、
専
用
使
用
な
ど
で
使
用
で
き
な 

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ

　

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
配
布
の
利
用
予
定

　

表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
　
時　

　

11
月
28
日
㈯  

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
場
　
　
所　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
　
象　
20
歳
～
64
歳
の
町
民

◆
内
　
　
容　

　
握
力
測
定
、長
座
体
前
屈
、上
体
起
こ
し
、

　
反
復
横
跳
び
、
立
ち
幅
跳
び
、
急
歩

◆
申
込
期
限　
１1
月
25
日
㈬

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ー
ガ
教
室

◆
日
　
　
時

　

12
月
1
日
㈫
、
８
日
㈫
、
15
日
㈫

　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

◆
場
　
　
所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
　
象　

20
歳
～
70
歳
の
町
民

◆
講
　
　
師
　

　

札
幌
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ー
ガ
愛
好
会

　

代
表　

渋
谷 

和
子 

氏

◆
受  

講  

料
　
１
５
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

◆
申
込
期
限　

11
月
30
日
㈪（
定
員
10
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

弓
道
教
室
受
講
生
募
集

◆
日

時　

　

11
月
～
１
月　

毎
週
月
・
水
曜
日　

　

午
後
７
時
～
９
時

◆
場

所　
栗
山
公
園
弓
道
場

◆
対

象　
小
学
生
高
学
年
以
上

◆
参
加
料　
無
料

※
道
具
の
貸
し
出
し
可
能

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
町
弓
道
連
盟
事
務
局
（
鈴
木
）

　

☎
０
８
０（
１
８
７
２
）７
７
８
８
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【問い合わせ】　町図書館　　☎ 72-6055

文化の日特別開館
　11 月 3 日㈷ 文化の日は特別に開館しますので、
ぜひ、ご利用ください。
■開館時間　10：00 ～ 18：00
■開館施設　町図書館
※角田・継立図書室は休館です。

新着図書の案内メールを配信
　新着図書の案内を、ご希望の方にメールで配信い
たします。
■申込方法　町図書館、角田・継立図書室、くりく
　　　　　　り号のほか、町図書館ホームページで
　　　　　　 受付しています。
※電話での申し込みは行いません。
※パソコン、携帯電話のメールアドレスが必要です。

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ 

■日　時　

■場　所　

■受講料　
■持ち物　

■定　員　
■講　師　

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

■日　時　11 月 19 日㈭、26 日㈭　

　　　　　12 月　3 日㈭、10 日㈭、17 日㈭、24 日㈭

　　　　　16：00 ～ 17：00

■場　所　カルチャープラザ「Eki」

■受講料　無料

■定　員　10 人

■講　師　栗山囲碁愛好会代表　松浦  武彦  氏

■日　時　11 月 30 日㈪　18：00 ～ 20：00
■場　所　カルチャープラザ「Eki」
■受講料　1,200 円　
■持ち物　はさみ
■定　員　10 人
■講　師　古田  留美  氏

■日　時　12 月 8 日㈫　13：30 ～ 15：30
■場　所　カルチャープラザ「Eki」
■受講料　1,600 円　
■持ち物　作品を持ち帰る袋、汚れてもよい服装
■定　員　10 人
■講　師　ＪＡ女性部 しめ飾りサークル

初心者のための囲碁体験講座

楽しく羊毛フェルト体験講座 お正月用しめ飾り体験講座

【申込期限】11月 18 日㈬　　【申込先・問い合わせ】カルチャープラザ「Eki」　☎ 73-3333

栗山町
児童生徒作品展

◆
期
　
間
　
12
月
2
日
㈬
～
８
日
㈫

◆
時
　
間　
午
前
9
時
～
午
後
7
時

※
最
終
日
は
午
後
2
時
ま
で

◆
場
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
そ
の
他

　

12
月
４
日
㈮
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
3

時
ま
で
特
別
支
援
学
級
の
生
徒
が
作
っ
た

作
品
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

継
立
小
学
校　

☎
�
３
１
５
１

　

町
内
の
小
・
中
学
生
が
制
作
し
た
絵
画
、

硬
筆
、
毛
筆
、
立
体
作
品
の
展
示
を
行
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作

品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成 28年栗山町成人式

■対 象　

　平成 7 年 4 月 2 日から平成 8 年 4 月 1 日までに生まれた方

　（町内在住の対象者には案内状の発送をします）

　※就学や就職のため町外に住んでいる方も出席できます。　

　　希望される方は町教育委員会にご連絡ください。

■申込先・問い合わせ
　町教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

平成 28 年 1 月 10 日㈰ 14：00 ～
（受付開始 13：00）

カルチャープラザ「Eki」

大人と
しての

第一歩
!!

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ 

第 49回
栗山町菊花展
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間
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後
３
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◆
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小
菊
や
大
輪
、
ダ
ル
マ
づ
く
り
な
ど
町

内
の
愛
好
家
が
育
て
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
菊

花
が
並
び
ま
す
。
美
し
い
菊
花
を
ご
覧
に

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

教育長就任のご挨拶

教育長　南條  宏

　私はこの度の鈴木紀元教育長のご勇退に伴いまして、10 月 1 日より
栗山町教育委員会にお世話になることになりました。南條宏と申します。
よろしくお願い申し上げます。
　赴任時にしばらくぶりに栗山の町並みを見せていただきましたが、懐
かしさで胸が一杯になり、「ふるさと」に帰ってきたように感じました。
　栗山町は、昔から町民同士がともに支え合いながら固い絆で結ばれた

「和衷協力」の精神が息衝いている町であり、子どもたちも明るく元気
いっぱいで、どんなことにも一生懸命に取り組むことのできる将来の栗
山を担う子どもたちばかりであると感じています。
　栗山町第 6 次総合計画には、「人々が輝くふるさとづくり」が目標

に掲げられ、多様な学びの機会づくりや生涯スポーツの推進など、町民の皆様の心の健康と体力の維持・増
進に向けた取り組みを進めることが示されております。
　私はその推進役として、微力ではありますが、その目標達成に向けて町民の皆様とともに一緒に汗をかい
てまいりたいと考えております。
　今後とも本町の教育に対しまして、これまで同様に皆様の深いご理解とご協力をいただけることをお願い
申し上げ、着任の挨拶といたします。



人口  12,502  人  （ －21） 世帯数  5,973  世帯  （ －10 ）男  5,851 人  （ －8）　女  6,651  人  （ －13）
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1
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7
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つ
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に
電
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レ
ン
ジ
の
オ
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ブ
ン
機
能
を
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タ
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し
ま
し
た
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購
入
か
ら
最
近
ま
で
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一
度
も
そ
の
機
能
を
発
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し
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な
か

っ
た
我
が
家
の
電
子
レ
ン
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で
す
が
、

今
で
は
2
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に
１
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ペ
ー
ス
で
活
躍

し
て
い
ま
す
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簡
単
で
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も
な
い
の

で
、
ど
ハ
マ
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し
て
い
る
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で
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
レ
パ
ー
ト
リ
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か

あ
り
ま
せ
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何
か
簡
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を
お
持
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の
方
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▼
防
犯
教
室
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
泥
棒
の
侵
入
手
口
の
ト
ッ
プ
は
な

ん
と
無
施
錠
。「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
」

の
つ
も
り
で
カ
ギ
を
か
け
ず
に
家
を
空

け
た
わ
ず
か
数
分
で
被
害
に
あ
っ
て
し

ま
う
そ
う
で
す
。
私
も
「
ち
ょ
っ
と
一

口
」
の
つ
も
り
で
食
べ
た
甘
い
も
の
が

積
み
重
な
り
、
衣
替
え
で
出
し
て
き
た

冬
物
ス
ー
ツ
が
ピ
ッ
チ
ピ
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。
わ
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か

数
カ
月
の
出
来
事
で
し
た
。
油
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大
敵
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こ
れ
か
ら
の
季
節
、
カ
ギ
と
お
腹
は
引

き
締
め
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い
き
ま
し
ょ
う
。　
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）

▼
先
日
、
北
海
道
博
物
館
特
別
展

「
夷い

し
ゅ
う
れ
つ
ぞ
う

酋
列
像
」
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
松

前
藩
家
老
の
蠣か

き
ざ
き
は
き
ょ
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崎
波
響
が
描
い
た
12
人

の
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ヌ
人
物
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画
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イ
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示
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い
ま
す
。
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派
な
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列
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、

多
く
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方
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鑑
賞
し
て
い
る
様
子
を
見

て
い
る
と
、
教
育
委
員
会
勤
務
の
と
き

に
複
製
に
関
わ
っ
た
者
と
し
て
は
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
（
杉
本
）

ひ
と
り
ご
と

編
集
担
当
者
の

人のうごき 平成27年10月1日現在　（　）内は前月比　

今年も実った！
栗山のクリ

町やＪＡ、農家などが参加する「北のく
りやま栗づくり協議会」の試験ほ場（東山
地区）で “クリ ”の収穫作業が行われました。
斉藤農場が管理する約 3ヘクタールの試験
ほ場では、先月末より収穫を開始。担当者
が茶色く実ったクリの実を、腰につけたカ
ゴに次々と入れていきました。協議会によ
ると「これまで数年かけて剪定し、樹形が
整ってきたことで、良い実をつける枝が多
い。収量は昨年（320kg）を大きく上回る」
とのことです。

■ 次号「広報くりやま 12 月号」の原稿締切は 11月13日㈮まで 
■ 提出先：町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501 282015. 11　広報くりやま   
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